
 

文部科学省指定「令和３年度 小・中・高等学校を通じた英語教育強化事業」  

         ＜大宅小中・英語教育連絡協議会 目標＞  

 

 ☆英語を通して，他者・地域・世界と主体的に関わろうとする態度を養う。 

 ☆目的や場面，状況等を意識しながら，自分の考えや理由を進んで表現したり，伝え合ったりする力を育成する。 

 

 

 

中 
 
 
 
 
 

学 
 
 
 
 
 

校 

 聞くこと 読むこと 話すこと[やり取り] 話すこと[発表] 書くこと 

３
年 

〇はっきりと話されれば，

ディベートやディスカッシ

ョンでの相手の意見や短

いニュースなど，話し手の

主張や社会的な話題に

ついて，話の要点をとらえ

ることができる。 

〇ある意見に対する主張

や短いニュースなど，社会

的な話題について，簡単

な語句や文で書かれたま

とまりのある文章の要点

をとらえることができる。

（～500 語程度） 

〇社会的な話題に関して

聞いたり読んだりしたこと

について，簡単な語句や

文を用いてディベートや

ディスカッションができる。 

〇社会的な話題に関して

聞いたり読んだりしたこと

について，考えたことや感

じたこと，その理由など，

構成を工夫しながらまと

まりのある内容を話すこと

ができる。 

〇社会的な話題に関して

聞いたり読んだりしたこと

について，考えたことや感

じたこと，その理由など，

構成を工夫しながらまと

まりのある文章を書くこと

ができる。 

（～40 語程度） 

２
年 

〇はっきりと話されれば，

将来のことや地域のこと

などの日常的な話題につ

いて，話の概要をとらえる

ことができる。 

〇将来のことや地域のこ

となどの日常的な話題に

ついて，簡単な語句や文

で書かれたまとまりのある

文章の概要をとらえること

ができる。 

（～３５0 語程度） 

〇日常的な話題につい

て，事実や自分の考え，そ

の理由や気持ちなどを整

理し，簡単な語句や文を

用いて伝えたり，相手から

の質問に答えたりすること

ができる。 

〇日常的な話題につい

て，事実や自分の考え，そ

の理由や気持ちなどを整

理し，簡単な語句や文を

用いてまとまりのある内容

を話すことができる。 

〇日常的な話題につい

て，事実や自分の考え，そ

の理由や気持ちなどを整

理し，簡単な語句や文を

用いてまとまりのある文章

を書くことができる。 

（～30 語程度） 

１
年 

〇はっきりと話されれば，

身近な人のことや休暇中

の出来事などの日常的な

話題について，必要な情

報を聞き取ることができ

る。 

〇身近な人のことや休暇

中の出来事などの日常的

な話題について，簡単な

語句や文で書かれたもの

から必要な情報を読み取

ることができる。 

（～200 語程度） 

〇関心のある事柄につい

て，話し手に質問や感想

を返したり，反応を示した

りしながら，簡単な語句や

文を用いて即興で伝え合

うことができる。 

〇関心のある事柄や体験

したことなどについて，簡

単な語句や文を用いて，

相手に伝わりやすいよう

に工夫して話すことがで

きる。 

〇関心のある事柄や体験

したことなどについて，簡

単な語句や文を用いて，

正確に書くことができる。 

（～２0 語程度） 

 

 

 

小 
 
 
 
 
 

学 
 
 
 
 
 

校 

 
聞くこと 読むこと 話すこと[やり取り] 話すこと[発表] 書くこと 

６
年 

○アルファベットの文字の

音声を聞き分けることが

できる。 

○ゆっくりはっきりと話さ

れれば，日常生活に関す

る身近で簡単な話の概要

を捉えることができる。 

○アルファベットの文字を

見て，その音声が分かり，

発音できる。 

○簡単な語句の発音を

推測できる。 

○身近で簡単な語句や

表現の意味が分かる 

○自分のことや身近な事

柄について，話し手に質

問や感想を返したり，反

応を示したりしながら，自

分の考えや気持ちを伝え

合うことができる。 

○自分の考え・気持ち，そ

の理由などを，簡単な語

句や基本的な表現を用い

て，相手に伝わりやすいよ

うに工夫して，紹介したり

発表したりすることができ

る。 

○語順を意識しながら，

音声で十分に慣れ親しん

だ語句や表現を正しく書

き写すことができる。 

○例文を参考に，自分の

考えや気持ちを書くこと

ができる。 

５
年 

○アルファベットの文字と

音を一致させることがで

きる。 

○ゆっくりはっきりと話さ

れれば，簡単な語句や基

本的な表現を聞き取るこ

とができる。 

○アルファベットの文字を

見て，その音が分かり，指

導者に続いて発音でき

る。 

○十分に慣れ親しんだ，

身近で簡単な語句や表

現の意味が分かる。 

○自分のことや身近な事

柄について，簡単な語句

や基本的な表現を用い

て，相手，他者に配慮しな

がら，主体的に自分の考

えや気持ちを伝え合うこと

ができる。 

○自分の考え，気持ち，そ

の理由などを，簡単な語

句や基本的な表現を用い

て，紹介したり発表したり

することができる。 

〇アルファベットの文字を

高さに気を付けて正しく

書き写すことができる。 

○音声で十分に慣れ親し

んだ語句や表現を，正しく

書き写すことができる。 

3・4 

年 

○日本語と外国語の音

声の違いに気付き，簡単

な語句や基本的な表現に

慣れ親しもうとする。 

 ○自分のことや身近な事

柄について，相手のことを

考えながら，自分の考え

や気持ちを伝え合おうと

する。 

○自分の考え，気持ちな

どを，基本的な表現を用

いて，紹介したり発表した

りしようとする。 

 

1・２ 

年 

○自分のことや身近な事

柄などの基本的な表現に

ついて，それらを表すイラ

ストと外国語の音声を一

致しようとする。 

 ○自分のことや身近な事

柄について，進んで自分

の考えや気持ちを相手に

伝えようとする。 

○自分の作品について，

基本的な表現を用いて，

進んで相手に紹介しよう

とする。 

 

【中学校卒業時の目標】 地域や世界との関わりを意識しながら，社会的な話題について主体的に自分の考えや気持ちを伝え合うことができる。 

【小学校卒業時の目標】 他者や相手との関わりを意識しながら，自分のことや身近な事柄について主体的に自分の考えや気持ちを伝え合うことができる。 

 

言語活動を通して主体的に英語を用いてコミュニケーションを図ろうとする児童生徒の育成 



 


